
１．平成２７～２８年度７条検査データ　対象検査基数２３５基 （１０人槽以下，専用住宅，水道使用）

（１）７条検査時　汚泥移送水量および循環水量の設定状況 〔基本設定 ２．５Ｑ（２～３Ｑ）〕

 ２０１基 

 ３４基 

（２）７条検査後の１１条検査時　透視度改善結果

３０度未満　３４基

内改善　２６基 (76.5%) 

２．基本情報および概要図

３．過去の測定結果と設定

 増やす調整 ； 減らす調整に比べ少ない（７条検査時に基本設定より少なく調整してある）

２ ・ ６ ・１０月  

改善した２６基の調整内容

減らす調整 増やす調整

 汚泥移送水量（基数） 20 (76.9%) 6 (23.1%)
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Ｌ．Ｗ．Ｌ．時

  ７条法定検査時の設定状況（平成２９年７月２６日）

 日平均汚水量

作業予定月 性能評価型　窒素除去型

 循環水量（基数）

 処理方式
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 減らす調整  ； ７条検査時より減らす調整が多く効果は高い
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 少ない調整，基本設定 ； 使用開始２回目の保守点検時に基本設定より少なく調整されている
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４．透視度低下の原因と症状

（設定状況） 汚泥移送水量および循環水量が多い

 １次処理１室にスカムが生成していない   １次処理の固液分離機能低下

５．１１条検査時の槽内状況（平成３０年８月２７日）と対策

 汚泥移送水量および循

 環水量を少なく調整する

６．対策の効果

調整変更（平成３０年９ 月３日）

 スカム厚０ｃｍ  堆積汚泥厚２７ｃｍ  堆積汚泥厚７ｃｍ  放流水透視度１８度

 生成していない  汚泥色（黄土色）  汚泥色（黄土色）

 固液分離機能低下  分離性が悪い  沈降性が悪い

改善確認　保守点検日（平成３０年１０月１５日）　調整から４２日

 スカム厚１ｃｍ  堆積汚泥厚１６ｃｍ  堆積汚泥厚１２ｃｍ  放流水透視度４５度に改善

 スカムが生成する  汚泥色（茶色に変化）  汚泥色（茶色に変化）

 固液分離が向上する  分離性が良い  沈降性が良い

７．まとめ

 １）汚泥移送水量および循環水量は日平均汚水量から算出し、基本設定に調整する。

 ２）水質低下時は汚泥移送水量および循環水量について減らす調整を検討する。

 ３）水質改善後は基本設定へ戻し経過観察を行う。

 ４）再度水質が低下した場合は、前回の設定へ戻し経過観察を行う。
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